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区
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
は
、
区
活
動
に
ご
尽

力
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
四
月
の
通
常
総
会
に
お
い

て
、
伝
統
あ
る
伊
勢
宮
区
の
区

長
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
と
な

り
、
熱
血
で
名
区
長
さ
ん
だ
っ

た
小
林
さ
ん
の
後
任
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
と

大
役
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。

　
過
去
三
年
間
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
為
、
区
の
行
事
は
、
中
止
規

模
縮
小
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、

去
年
の
五
月
か
ら
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
五
類
に
変

更
さ
れ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
三
年
間
の
ブ

ラ
ン
ク
が
あ
り
、
行
事
に
つ
い

て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
少
な
く
不
安

に
な
っ
た
と
き
小
林
区
長
さ
ん

の
「
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
地

域
を
繋
ぐ
行
事
で
あ
る
」
と
い

う
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
役
員
皆
様
と
関
係
者
の
皆

様
と
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
で

無
事
す
べ
て
の
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

　
改
め
ま
し
て
、
わ
た
く
し
、

経
験
不
足
の
未
熟
な
点
が
多
く

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま

す
が
区
長
の
二
文
字
を
肝
に
銘

じ
、
各
役
員
及
び
区
民
の
皆
様

方
の
暖
か
い
ご
指
導
と
ご
理
解

あ
る
ご
協
力
を
得
な
が
ら
総
会

に
お
い
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ

る
「
区
民
の
皆
さ
ん
が
、
全
員

  

副
区
長
就
任
の
挨
拶

　
　
　
　
　
　
伊
熊
　
隆
宏

　「
あ
ん
た
誰
だ
い
？
」
と
言

わ
れ
た
、
三
年
前
の
ど
ん
ど
焼

き
の
日
。

　
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り

で
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状

況
だ
っ
た
の
で
す
が
、
育
成
会

の
行
事
と
い
う
こ
と
で
、
当
時

一
年
生
の
息
子
と
二
人
で
「
正

月
飾
り
」
や
「
だ
る
ま
」
な
ど

を
回
収
し
、
伊
勢
宮
公
園
に

持
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ

う
ど
「
や
ぐ
ら
」
を
組
ん
で
い

る
最
中
で
し
た
。

　
伊
勢
宮
区
に
知
り
合
い
の
い

な
い
私
は
「
こ
れ
は
皆
さ
ん
と

仲
良
く
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
！
」

と
思
い
、
息
子
は
そ
の
辺
で
遊

ば
せ
て
、
頼
ま
れ
て
も
い
な
い

の
に
勝
手
に
「
は
し
ご
」
に
乗

り
、
や
ぐ
ら
作
り
の
手
伝
い
を

始
め
ま
し
た
。

　「
や
ぐ
ら
」
も
出
来
上
が
り

ひ
と
段
落
し
た
頃
、
小
林
前
区

長
に
「
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
助

か
っ
た
け
ど
、
と
こ
ろ
で
あ
ん

た
誰
だ
い
？
」
と
聞
か
れ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
、「
三
丁
目
に
引
っ
越

し
て
き
た
ば
か
り
の
伊
熊
と
申

し
ま
す
。
役
員
で
も
何
で
も
や

る
の
で
必
要
な
時
は
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。」
と
ご
挨
拶
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か

け
で
、僭
越
な
が
ら
こ
の
度
は
、

副
区
長
と
い
う
お
役
を
仰
せ
つ

か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
伊
勢
宮
区
の
活
動
に
つ
い

て
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
寺
澤
区
長

の
も
と
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
微
力
な
が
ら
区
民
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
汗
を

流
す
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

  

公
民
館
長
就
任

　
　
　
　
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
寺
澤
　
悦
子

　
伊
勢
宮
区
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
は
、
公
民
館
活

動
に
ご
尽
力
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
四
月
の
通
常
総
会
に
お
き
ま

し
て
、
令
和
六
年
度
公
民
館
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
公
民
館
活
動
は
、「
区
民
の

皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
作
る
行
事
を
進
め
、
伊

勢
宮
区
の
皆
様
に
、
住
ん
で
い

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
明
る
く

住
み
良
い
街
づ
く
り
」
が
目
的

で
す
。

　
令
和
五
年
度
は
、
以
前
の
状

態
を
取
り
戻
し
つ
つ
、
形
態
を

変
え
た
り
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
全

第
一
に
考
慮
し
、
区
民
皆
様
の

よ
り
一
層
の
親
睦
を
深
め
ら
れ

る
和
気
藹
々
・
笑
顔
が
満
ち
る

公
民
館
活
動
を
全
身
全
霊
で
取

　
区
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
長
　
寺
　
澤
　
永
　
悟

参
加
で
安
全
、
安
心
、
明
る
く

き
れ
い
な
住
み
良
い
街
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
。
さ
ら
に
住
み
続
け

た
い
と
思
え
る
伊
勢
宮
区
に
し

た
い
で
す
。
伊
勢
宮
区
の
発
展

の
た
め
に
一
生
懸
命
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
区
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
致
し

ま
す
。
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区
長
退
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
前
区
長
　
小
林
　
　
廣

“
区
民
の
支
え
合
い
に
よ
る
　

笑
顔
で
　
心
豊
か
に
暮
ら
す
ま

ち
づ
く
り
”

　
浮
き
沈
み
は
人
生
に
つ
き
も

の
！
、
支
え
合
い
は
笑
顔
と

絆
か
ら
、
義
理
と
人
情
の
こ

の
社
会
♪
、
ど
ん
な
苦
労
も

分
か
ち
助
け
合
い
！
し
っ
か

り
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　
こ
の
度
の
通
常
総
会
に
お
い

て
区
長
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

思
い
返
す
と
平
成
二
十
八
年
に

公
民
館
長
、
三
十
年
に
副
区

長
、
令
和
二
年
か
ら
四
年
間
区

長
を
、
ま
た
安
茂
里
地
区
住
民

自
治
協
議
会
会
長
等
も
務
め
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
内
、近
年
の
三
年
間
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
事
業
の
中

止
・
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
が
、
役
員
の
創
意
・
工
夫

と
区
民
皆
様
の
心
温
か
い
ご
支

援
ご
協
力
を
頂
き
、
無
事
乗
り

越
え
、
五
年
度
の
事
業
を
完
遂

で
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
新
役
員
・
区
民

の
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

で
す
。

　
今
日
、
少
子
高
齢
化
や
核
家

族
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
の

高
ま
り
な
ど
か
ら
、
身
近
な
交

流
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

希
薄
化
す
る
中
で
家
族
や
地
域

で
支
え
合
う
機
能
が
弱
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
独
り
暮
ら
し
高
齢

者
・
同
世
帯
、
障
害
者
・
単
身

世
帯
、
子
育
て
家
庭
等
に
お
い

て
、
不
安
・
孤
立
感
を
抱
え
、

外
出
が
減
り
、
孤
立
し
、
心
身

共
に
弱
ま
る
悪
循
環
に
陥
る
状

況
か
ら
、
除
雪
・
ご
み
出
し
・

買
物
、
区
内
行
事
・
作
業
へ
の

参
加
な
ど
、
自
ら
で
き
な
い
場

面
が
増
加
し
、孤
独
死
、虐
待
、

引
き
こ
も
り
な
ど
の
要
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

家
庭
や
地
域
社
会
が
変
化
し
、

犯
罪
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
引

き
籠
り
、
児
童
虐
待
、
貧
困
等

の
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
区
民
の
願
い
は
「
住
み
慣
れ

た
地
区
で
心
安
ら
か
に
安
全
に
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第５号議案（令和６年度役員選出（案）） 2100 0
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伊
勢
宮
区

通
常
総
会
が

去
る
四
月
七

日
の
午
後
二

時
か
ら
、
ホ

テ
ル
信
濃
路

に
て
、
大
勢

の
来
賓
各
位

を
お
迎
え
し

て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
小
林
区
長

の
挨
拶
の
後
、

谷
顧
問
と
宮

下
顧
問
に
こ

れ
ま
で
の
ご

功
労
に
対
し

て
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
第

三
地
区
部
長
の
保
科
一
樹
氏
が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
事
務
局
よ

り
区
民
数
の
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
区
民
総
数
二
千
五
百
六

名
に
対
し
、
有
効
出
席
区
民
数

二
千
百
名
、
出
席
率
八
三・八
％

り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
公
民
館
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

健
や
か
な
日
々
を
送
れ
る
」
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
か
つ
て
伊
勢
宮
区

に
あ
っ
た
「
お
助
け
隊
」（
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
再
協
議・

再
構
築
に
よ
り
、
皆
様
や
隣
近

所
の
人
達
が
、
お
互
い
を
理
解

し
合
い
、
尊
重
し
、
助
け
合

い
、
支
え
合
お
う
と
い
う
気
持

ち
、
い
わ
ば
お
互
い
が
家
族
の

よ
う
に
相
手
を
思
い
や
る
、
温

か
な
気
持
ち
で
つ
な
が
る
人
間

関
係
・
絆
を
築
い
て
、“
顔
が

見
え
る
関
係
”、“
家
族
的
な
地

域
社
会
”
を
創
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
前
向

き
で
取
り
組
み
を
期
待
致
し
ま

す
。

　
結
び
に
、
区
民
の
皆
様
に
衷

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
、
今

後
も
区
の
発
展
の
た
め
に
更
な

る
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
八
年
間
の
長
い

間
、
ご
支
援
を
頂
き
、
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
、
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

で
こ
の
総
会
が
規
定
に
基
づ
き

有
効
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
議
案
の
上
程
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　
右
記
の
通
り
、
議
案
全
て
原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

通常総会開催通常総会開催
令和６年度（第 58回）
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役
職
名       

　    

氏
　
名

区
　
　
長	

寺
澤
　
永
悟

副
区
長	

伊
熊
　
隆
宏

公
民
館
長	

寺
澤
　
悦
子

会
　
　
計	

中
嶋
　
光
隆

総
務
部
長	

横
塚
　
　
功

第
一
地
区
部
長	

中
村
　
修
司

第
二
地
区
部
長	

沼
田
　
行
雄

第
三
地
区
部
長	

髙
橋
　
史
行

第
四
地
区
部
長	

橋
倉
　
麻
衣

第
五
地
区
部
長	

吉
村
　
侑
祐

第
六
地
区
部
長	

原
田
　
正
志

新
年
度
役
員

環
境
部
長	

江
島
　
智
子

消
防
防
犯
部
長	

佐
藤
　
隆
康

安
全
部
長	

淺
井
　
正
博

健
康
福
祉
部
長	

小
幅
　
礼
子

健
全
育
成
部
長	

正
木
　
　
学

文
化
部
長	

宮
尾
　
常
雄

体
育
部
長	

藤
森
　
茂
晴

公
民
館
主
事	

大
日
方
　
修

会
計
監
査
員	

宇
野
女
哲
啓

　  

同
　	

赤
沼
　
和
也

顧
　
　
問	

宮
下
　
睦
夫

  

　
同
　	

小
林
　
　
廣

新旧役員

新役員一同

　
最
後
に
令
和
五
年
度
と
六
年

度
の
役
員
の
挨
拶
が
あ
り
、
午
後

三
時
十
五
分
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
四
月
八
日

か
ら
十
五
日

ま
で
土
日
を

除
く
六
日

間
、
あ
い
さ

つ
運
動
を
行

い
ま
し
た
。

二
日
目
は
雨
、

加
え
て
時
折

傘
が
裏
返
し

に
な
る
ほ
ど

の
風
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た

が
、
新
一
年

生
と
思
し
き

小
学
生
は
、

兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
達
に
遅
れ
ま

い
と
、
脇
目
も
振
ら
ず
一
生
懸

命
登
校
し
て
い
ま
し
た
。

健全育成部長 正木　学

あいさつ運動
見守り運動

　
四
月
二
十
一
日
に
河
川
一
斉

清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、環
境
部
を
中
心
に
、

大
勢
の
区
民
の
皆
様
が
参
加

し
、
早
朝
か
ら
河
川
の
泥
上
げ

作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
側

溝
の
土
砂
を
手
際
よ
く
す
く
っ

て
パ
イ
ス
ケ
に
入
れ
る
姿
が
、

随
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
河
川
清
掃
は
、
住
み
よ
い
き

れ
い
な
地
域
を
つ
く
る
た
め

に
、
区
の
全
世
帯
が
参
加
し
協

力
し
合
っ
て
行
う
毎
年
行
う
事

業
で
す
。

　
今
後
も
引
き
続
い
て
、
積
極

的
な
参
加
と
河
川
の
美
化
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
中
学
生
に
な
る
と
な
か
な

か
挨
拶
を
返
し
て
こ
な
い
よ
」

と
の
前
評
判
で
し
た
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
有
り
ま
せ
ん
。
挨
拶

し
た
こ
ち
ら
が
、
び
っ
く
り
す

る
よ
う
な
大
き
な
声
で
「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
返
し
て

く
る
元
気
な
中
学
生
も
い
ま
し

た
し
、
そ
の
多
く
が
、
少
な
く

と
も
会
釈
で
挨
拶
を
返
し
て
く

れ
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
運
動
に

参
加
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
え

た
六
日
間
で
し
た
。

河

川

一

斉

清

掃
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主
な
事
業
予
定

【
四
月
】

・
あ
い
さ
つ
運
動
、
見
守
り
運

動
（
八
日
～
十
五
日
）

・
春
の
区
内
一
斉
河
川
清
掃	

（
二
十
一
日
、
雨
天
時

二
十
八
日
）

・
交
通
安
全
街
頭
指
導

・
安
全
指
導
（
～
十
二
月
）

【
五
月
】

・
各
種
募
金
活
動

・
区
民
世
帯
調
査

・
自
主
防
災
会
、
消
防
防
犯
部

連
絡
組
織
図
の
作
成
・
配
布

・
消
火
栓
格
納
箱
等
の
点
検

・
防
災
倉
庫
管
理
・
整
頓

・
第
五
十
回
安
茂
里
地
区
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
（
二
十
六
日
）

【
六
月
】

・
第
二
十
四
回
区
民
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
（
十
六
日
、

雨
天
時
二
十
三
日
）

【
七
月
】

・
自
主
防
災
会
防
災
訓
練

・
公
民
館
防
災
避
難
訓
練

・
裾
花
小
、
中
学
校
通
学
区
保

護
者
懇
談
会
へ
の
参
加

【
八
月
】

・
第
四
十
回
夏
祭
り
の
開
催

（
十
一
日
）

・
夏
期
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

【
九
月
】

・
伊
勢
宮
神
社
秋
祭
り
、
子
ど

も
神
輿
の
交
通
安
全
指
導

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
と
点
検

・
人
権
教
育
研
修
会
の
開
催

・
敬
老
会
の
開
催
（
十
七
日
）

【
十
月
】

・
第
十
八
回
ア
モ
ー
レ
フ
ェ
ス

タ
へ
の
協
力
（
二
十
七
日
）

・
交
通
安
全
教
室
の
開
催

・
第
五
十
八
回
区
民
運
動
会
の

開
催

【
十
一
月
】

・
第
二
十
七
回
文
化
・
芸
術
祭

（
二
日
）

・
第
四
十
八
回
安
茂
里
福
祉
バ

ザ
ー
協
力
（
十
日
）

【
十
二
月
】

・
歳
末
防
犯
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

・
交
通
安
全
街
頭
指
導

・
道
路
凍
結
防
止
塩
化
カ
ル
シ

ウ
ム
の
散
布
（
～
二
月
）

・
し
め
縄
作
り
教
室
（
七
日
）

【
一
月
】

・
ど
ん
ど
焼
き
（
十
二
日
）

・
消
防
設
備
等
定
期
点
検

【
二
月
】

・
自
主
防
災
会
防
災
訓
練

【
三
月
】

・
区
内
道
路
白
線
引
き

※
行
事
の
日
時
・
内
容
等
は
、

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　「
会
報
い
せ
み
や
」
第

百
八
十
七
号
が
、
慣
れ
な
い
編

集
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文
化
部
一
同

伊勢宮区の資源（古紙類）回収
今年度は、古紙類のみの回収になります。

回収は、月２回（第１・第３月曜日）実施します。

～お間違えのないよう、ご協力をお願いします。～

　　　  ＜回収月日＞
月 第１月曜日 第３月曜日

2024年 ４ １日㈪ 15日㈪
５ 育成会の回収月
６ ３日㈪ 17日㈪
７ １日㈪ 15日㈪ ※15日海の日
８ ５日㈪ 19日㈪
９ ２日㈪ 16日㈪ ※16日敬老の日
10 ７日㈪ 21日㈪
11 育成会の回収月
12 ２日㈪ 16日㈪

2025年 １ ６日㈪ 20日㈪
２ ３日㈪ 17日㈪
３ ３日㈪ 17日㈪

事前に回覧にてお知らせします。
　
＜回収する古紙類＞
　新聞、雑誌、チラシ、ダンボール、牛乳パック
　小さな紙も、紙袋に入れて十文字に縛って出せば回収します。

【留意事項】
＊当日の朝８時までに、資源回収ステーションに出して下さい。
＊回収業者は、８時以降に回収します。施錠の必要なステーションは回収後、鍵閉めをお

願いします。
＊市による資源回収は、ごみ収集カレンダーを参照して下さい。
＊７月の中学校回収日は、今年度は予定に入れません。注意をお願いします。
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